
マ
ダ
ン
州
、
ボ
ギ
ア
地
区

会
員
の
皆
様
に
は
ご
清
祥

に
て
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
本
年
も
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
七
月
に
行
わ
れ
ま
し

た
第
五
十
七
回
総
会
に
於
き

ま
し
て
、
小
池
博
之
会
長
の

退
任
に
伴
い
新
会
長
に
選
任

さ
れ
た
安
川
叡
春
で
あ
り
ま

す
。
ご
承
知
の
よ
う
に
本
会

の
役
員
も
高
齢
化
に
よ
り
交

代
を
し
た
い
が
後
継
者
が
い

な
い
、
そ
の
上
そ
れ
ぞ
れ
健

康
上
の
問
題
も
抱
え
て
お
る

現
状
も
あ
り
、
選
考
に
難
儀

い
た
し
ま
し
た
。
私
自
身
体

調
に
も
不
安
が
あ
り
、
何
よ

り
歴
代
会
長
の
熱
意
に
あ
ふ

れ
た
指
導
力
で
会
を
率
い
て

く
だ
さ
っ
た
姿
が
思
い
出
さ

れ
、
到
底
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は

な
い
と
固
辞
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
ご
事
情
あ
り
、
や

む
な
く
お
引
き
受
け
し
た
次

第
で
す
。
ま
こ
と
に
非
力
で

責
務
を
果
た
す
事
が
可
能
か

不
安
で
あ
り
ま
す
が
、
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
何
卒
皆
様

の
ご
協
力
ご
支
援
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

戦
没
者
へ
の
慰
霊
の

戦
没
者
へ
の
慰
霊
の

    

誠
を
語
り
継
ぎ
、

誠
を
語
り
継
ぎ
、

��

会
を
守
り
つ
な
ご
う

会
を
守
り
つ
な
ご
う

昨
年
の
全
国
戦
没
者
追
悼

式
で
の
天
皇
陛
下
の
お
言
葉

に
、「
戦
中
・
戦
後
の
苦
難

を
今
後
と
も
語
り
継
ぎ
、
皆

で
心
を
合
わ
せ
、
将
来
に
わ

た
っ
て
平
和
と
人
々
の
幸
せ

を
希
求
し
続
け
て
行
く
こ
と

を
心
か
ら
願
い
ま
す
。」
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
会
員
の

お
一
人
お
一
人
が
語
り
部
と

な
っ
て
次
の
世
代
の
心
に
慰

霊
の
灯
を
燈
し
つ
な
い
で
い

こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

必
ず
若
者
た
ち
が
平
和
と
慰

霊
の
灯
を
引
継
い
で
い
っ
て

く
れ
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
若
い
世
代
に
入

会
を
勧
め
、
事
務
局
な
ど
の

お
手
伝
い
を
頂
け
る
方
が
居

ら
れ
ま
し
た
ら
連
絡
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

「
嗚
呼
戦
友
の
碑
」
は

三
千
四
百
余
柱
の
英
霊
が
刻

ま
れ
た
大
切
な
歴
史
遺
産
で

す
。
県
護
國
神
社
と
密
に
連

携
し
な
が
ら
管
理
し
て
ま
い

り
ま
す
。
七
月
二
十
六
日
の

慰
霊
大
祭
に
は
大
勢
の
参
列

を
お
待
ち
し
ま
す
。
四
十
回

を
超
え
る
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
へ

の
慰
霊
巡
拝
は
日
本
遺
族
会

の
同
事
業
の
終
了
も
あ
り
、

困
難
な
状
況
で
す
。
そ
の
よ

う
な
時
、
本
会
幹
事
の
滝
澤

さ
ん
が
昨
年
暮
れ
二
度
目
の

遺
骨
収
集
事
業
へ
参
加
さ
れ

ま
し
た
。（
詳
細
は
二・三
面
）

今
後
国
の
遺
骨
収
集
事
業
へ

の
協
力
を
通
し
て
現
地
と
の

つ
な
が
り
を
図
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

浜
辺
よ
り
撮
影
　
滝
澤
祐
一
氏

長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
の
存
続
を
願
っ
て

長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
の
存
続
を
願
っ
て

就
任
の
挨
拶

就
任
の
挨
拶

長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
　
会
長

長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
　
会
長

��

　　
安
川
　
叡
春

安
川
　
叡
春
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東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
現
地
調
査・遺
骨
収
集
派
遣（
第
二
次
）

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
現
地
調
査・遺
骨
収
集
派
遣（
第
二
次
）

■
派
遣
期
間　
令
和
７
年

■
派
遣
期
間　
令
和
７
年
1111
月月
2929
日
か
ら

日
か
ら
1212
月月
1212
日
ま
で
の

日
ま
で
の
1414
日
間
日
間

��

　
（
報
告
：
滝
沢
）

　
（
報
告
：
滝
沢
）

ボ
ギ
ア
地
区
ゴ
リ
ン
ゴ
ル
村

ボ
ギ
ア
地
区
ゴ
リ
ン
ゴ
ル
村

作
業
前
の
現
地
ワ
ー
カ
ー
集
合
写
真

作
業
前
の
現
地
ワ
ー
カ
ー
集
合
写
真

遺
骨
収
集
作
業
風
景

遺
骨
収
集
作
業
風
景

洗
骨（
刷
毛
ブ
ラ
シ
等
で
ご
遺
骨
の
砂
等
を
取
り
除
き
き
れ
い
に
す
る
）後
、

洗
骨（
刷
毛
ブ
ラ
シ
等
で
ご
遺
骨
の
砂
等
を
取
り
除
き
き
れ
い
に
す
る
）後
、

同
行
の
鑑
定
人（
長
﨑
先
生
）に
よ
る
形
質
鑑
定
の
様
子

同
行
の
鑑
定
人（
長
﨑
先
生
）に
よ
る
形
質
鑑
定
の
様
子

（
鑑
定
結
果
、日
本
兵
の
可
能
性
の
高
い
柱
の
検
体
を
持
ち
帰
る
）

（
鑑
定
結
果
、日
本
兵
の
可
能
性
の
高
い
柱
の
検
体
を
持
ち
帰
る
）

昨
年
の
派
遣
時
に
撮
影
し
た
現
地
の

昨
年
の
派
遣
時
に
撮
影
し
た
現
地
の

子
供
た
ち
の
写
真
を
ホ
ル
ダ
ー
に
し
、

子
供
た
ち
の
写
真
を
ホ
ル
ダ
ー
に
し
、

5050
個
ほ
ど
持
参（
お
土
産
）

個
ほ
ど
持
参（
お
土
産
）

レ
ビ
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
氏

レ
ビ
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
氏

右
は
滝
澤

右
は
滝
澤

遺
骨
収
集
作
業
風
景

遺
骨
収
集
作
業
風
景

地
権
者
の
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
さ
ん
に
、

地
権
者
の
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
さ
ん
に
、

昨
年
撮
影
の
写
真
２
枚
を
贈
る

昨
年
撮
影
の
写
真
２
枚
を
贈
る

現
地
住
民
へ
の
活
動
内
容
説
明
、

現
地
住
民
へ
の
活
動
内
容
説
明
、

情
報
収
集
を
行
い
、又
、

情
報
収
集
を
行
い
、又
、

村
の
リ
ー
ダ
ー
ら
に
日
本
兵
埋
葬
地

村
の
リ
ー
ダ
ー
ら
に
日
本
兵
埋
葬
地

に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
行
う

に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
行
う

現
地
住
民
に
よ
る
埋
葬
地
と

現
地
住
民
に
よ
る
埋
葬
地
と

考
え
ら
れ
る
場
所（
バ
ン
ブ
ラ
）で
、

考
え
ら
れ
る
場
所（
バ
ン
ブ
ラ
）で
、

踏
査
と
位
置
確
認
作
業

踏
査
と
位
置
確
認
作
業

第38号（2）令和8年2月11日 長野県ニューギニア会



2月18日に予定されている焼骨式の場所 2月18日に予定されている焼骨式の場所 
（PNG国立博物館裏口付近の空き地）（PNG国立博物館裏口付近の空き地）

派遣団に墓標を見せる村人派遣団に墓標を見せる村人
昨年の派遣時で親しくなった、昨年の派遣時で親しくなった、

現地子供の家に訪れ談笑現地子供の家に訪れ談笑（ほぼジェスチャー）（ほぼジェスチャー）

ポートモレスビー上空ポートモレスビー上空
機内よりポートモレスビー空港着機内よりポートモレスビー空港着

10分前に撮影10分前に撮影
表敬訪問、及び今回派遣の表敬訪問、及び今回派遣の

スケジュール説明等スケジュール説明等

な
っ
た
人
の
犠
牲
の
上
に
築

か
れ
た
、
か
け
が
え
の
な
い

尊
い
も
の
。
わ
た
し
た
ち
は

こ
の
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
又
、
よ
り
多
く

の
方
に
遺
骨
収
集
の
現
状
を

よ
り
知
っ
て
も
ら
い
、
関
心

を
持
ち
続
け
て
も
ら
う
事

が
、
令
和
11
年
以
降
の
法
の

延
長
（
事
業
の
継
続
）
に
繋

が
る
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
所
感
　
滝
澤
祐
一
】

令
和
７
年
度　

東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
現
地
調
査
・

遺
骨
収
集
派
遣
（
第
２
次
）

は
、
私
に
と
っ
て
昨
年
度
の

派
遣
に
続
く
２
回
目
の
参
加

で
あ
り
、
改
め
て
遺
骨
収
集

事
業
の
尊
さ
と
難
し
さ
を
痛

感
致
し
ま
し
た
。

現
在
、
日
本
大
使
館
に
は

100
柱
を
超
え
る
ご
遺
骨
を
安

置
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
一

向
に
帰
還
の
日
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。

今
年
２
月
に
８
年
ぶ
り
の
焼

骨
式
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す

が
、
コ
ロ
ナ
時
期
を
考
慮
し

て
も
、
８
年
ぶ
り
の
焼
骨
式

が
15
柱
で
は
あ
ま
り
に
も
少

な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
鑑
定

プ
ロ
セ
ス
（
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
→

専
門
家
に
よ
る
総
合
的
判

断
）
の
改
善
を
お
願
い
し
、

１
柱
で
も
多
く
、
そ
し
て
一

日
で
も
早
く
祖
国
に
お
迎
え

で
き
る
こ
と
祈
っ
て
お
り
ま

す
。日

本
は
80
年
の
間
、
戦
争

が
な
く
平
和
な
国
だ
っ
た

が
、
そ
れ
は
戦
争
で
亡
く

【
今
後
の
計
画
】

ボ
ギ
ア
地
区
ゴ
リ
ン
ゴ

ル
、
ア
ワ
ー
ル
は
次
年
度
以

降
も
継
続
調
査
を
予
定
。
ア

ワ
ー
ル
で
の
集
団
埋
葬
地
に

つ
い
て
は
今
後
、
要
試
掘
調

査
と
し
た
。

【
現
地
協
議
内
容
】

日
本
大
使
館
、
Ｐ
Ｎ
Ｇ
国

立
博
物
館
、
マ
ダ
ン
州
政
府

と
の
協
議
を
行
い
、
今
後
の

派
遣
計
画
や
２
月
18
日
に
予

定
さ
れ
て
い
る
焼
骨
式
に
つ

い
て
説
明
。

※
焼
骨
式
に
つ
い
て
は
同

日
午
前
中
に
博
物
館
敷
地
内

に
て
「
焼
骨
・
追
悼
式
」
と

い
う
形
で
式
典
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
た
。

【
派
遣
団
構
成
】�

（
敬
称
略
）

日
本
戦
没
者
遺
骨
収
集
推
進
協
会
：

下
向
亮
弘
（
団
長
）、
他
３
名

厚
生
労
働
省
：
福
島
直
樹（
指

導
監
督
）、
長
﨑
芽
衣
（
遺

骨
鑑
定
専
門
員
１
名
）

日
本
遺
族
会
：
豊
蔵
信
夫

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
友
・
遺

族
会
：（
当
会
派
遣
）

隊
友
会
：
高
橋
裕
一

Ｐ
Ｎ
Ｇ
国
立
博
物
館（
２
名
）、

通
訳
（
１
名
）

派
遣
団
同
行
者
：
マ
ダ
ン
州

政
府
職
員
（
１
名
）

【
遺
骨
収
容
実
績
】

マ
ダ
ン
州
ボ
ギ
ア
地
区
で

28
柱
の
遺
骨
を
収
容
し
、
Ｄ

Ｎ
Ａ
鑑
定
用
の
検
体
を
持
ち

帰
り
そ
の
他
の
遺
骨
は
大
使

館
に
保
管
。

※
遺
骨
が
数
多
く
発
見
さ

れ
た
た
め
、
今
次
派
遣
で
遺

骨
鑑
定
が
間
に
合
わ
な
か
っ

た
収
容
遺
骨
（
推
定
５
柱
）

は
マ
ダ
ン
博
物
館
に
安
置

し
、
同
じ
く
収
容
時
間
が
な

く
現
場
に
杭
を
立
て
て
埋
め

戻
し
た
遺
骨
（
推
定
４
柱
）

が
あ
る
。

（3）第38号 令和8年2月11日長野県ニューギニア会



   
令
和
７
年
度 

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面

   
戦
没
者
慰
霊
大
祭
報
告

第57回

第第
5757
回（
令
和
７
年
度
）

回（
令
和
７
年
度
）

��

通
常
総
会
の
報
告

通
常
総
会
の
報
告

実
の
子
椰

暑
い
、
寒
い
、
と
悩
ん
だ
昨
年
の

一
年
が
四
季
か
ら
二
季
に
な
っ
た

よ
う
な
年
を
送
り
会
報
の
発
行
も

動
く
。
小
池
会
長
が
健
康
の
ご
都

合
も
あ
り
辞
任
さ
れ
た
が
長
い
間

ご
苦
労
さ
ま
だ
っ
た
。
新
会
長
を

中
心
に
編
集
メ
ン
バ
ー
も
緊
張
し

て
い
る
。
★
マ
ス
コ
ミ
の
政
治
問

題
は
さ
て
お
き
、
ア
メ
リ
カ
や
国

内
で
の
ス
ポ
ー
ツ
Ｔ
Ｖ
が
賑
や
か
、

そ
の
な
か
で
も
大
相
撲
の
外
人
の

活
躍
、
優
勝
時
は
国
籍
に
は
関
係

な
く
『
君
が
代
』
の
登
場
、
ま
た
、

勝
敗
は
す
べ
て
現
金
主
義
な
ど
国

技
の
一
人
歩
き
が
気
に
な
っ
た
。

★
世
界
各
地
の
自
然
災
害
に
国
家

間
で
の
テ
ロ
や
武
力
問
題
、
会
報

で
は
論
じ
き
れ
な
い
こ
と
ば
か
り
。

遺
骨
調
査
、
現
地
の
情
報
、
遺
族

の
心
情
な
ど
過
去
の
記
録
も
掘
り

起
こ
し
て
お
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
★
さ
て
、
私
事
な
が
ら
今
年

は
私
の
干
支
の
ウ
マ
年
、
1930
年

（
昭
和
５
年
１
月
）
か
ら
の
96
年

間
、
振
り
返
る
と
い
ろ
い
ろ
あ
っ

た
が
【
烏
飛
兎
走
】
で
退
屈
す
る

時
間
は
な
か
っ
た
。
私
の
96
年
が

あ
と
ど
こ
ま
で
続
い
て
く
れ
る
か

判
ら
な
い
が
、
せ
っ
か
く
の
人
生

…
ウ
マ
く
や
っ
て
い
き
た
い
。
★

会
員
方
々
の
支
持
で【
椰
子
の
実
】

も
大
き
く
育
て
上
げ
よ
う
と
し
て

い
る
。
ど
う
ぞ
元
気
で
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。�

（
竹
村
）

長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
主

催
第
57
回
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面

戦
没
者
慰
霊
大
祭
は
、
先
の
大

戦
終
結
80
年
記
念
日
（
８
月
15

日
）
を
半
月
後
に
控
え
た
令
和

７
年
７
月
27
日
松
本
市
の
長
野

県
護
國
神
社
に
お
い
て
執
り
行

う
こ
と
と
し
広
く
周
知
を
し
た

と
こ
ろ
、
国
会
議
員
、
県
会
議

員
の
皆
さ
ま
、
松
本
市
長
、
県

遺
族
会
代
表
な
ど
ご
来
賓
と
当

会
会
員
併
せ
て
四
十
余
名
の
ご

参
列
を
い
た
だ
き
厳
粛
に
斎
行

し
ま
し
た
。

午
後
１
時
、
気
温
35
度
の
猛

暑
の
中
、
神
社
本
殿
に
お
い
て

大
太
鼓
の
合
図
で
始
ま
り
、
英

霊
へ
の
黙
祷
、
国
歌
演
奏
、
修

祓
と
続
き
、
奥
谷
宮
司
に
よ
る

祝
詞
の
奏
上
。
続
い
て
本
会

代
表
、
小
池
会
長

（
安
川
副
会
長
代

行
）
に
よ
る
祭
文

が
奏
上
さ
れ
ま

し
た
。
つ
い
で
臥

雲
松
本
市
長
（
加

藤
部
長
代
読
）、

相
澤
長
野
県
遺

族
会
長
が
慰
霊

の
こ
と
ば
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

締
め
く
く
り

に
、
来
賓
お
よ
び

本
会
代
表
に
よ

る
玉
串
奉
奠
が

な
さ
れ
、
約
一
時

間
に
お
よ
ぶ
慰

霊
式
典
が
閉
式

し
ま
し
た
。

第
57
回
通
常
総
会
は
、
慰
霊
大

祭
に
引
き
続
い
て
護
國
神
社
会
議

室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
約
25
名

の
会
員
が
出
席
し
、
審
議
の
結
果

令
和
７
年
度
の
活
動
が
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
、令
和
６
年
度
（
'24
・
１
～
'25
・５
）

　
決
　
算

・
収 

入�

１
，３
６
０
，８
０
３
円

・
支 

出�

７
６
９
，３
７
１
円

・
繰 

越�

６
０
０
，４
３
２
円

二
、令
和
７
年
度（
'25
・６
～
'26
・５
）

　
予
　
算

・
収 

入�

１
，２
１
３
，６
３
２
円

・
支 

出�

１
，１
８
５
，０
０
０
円

・
繰 

越�

２
８
，６
３
２
円

・
特
別
会
計
（
寄
付
等
）

�

（
令
和
６
年
度
末
）

�

３
０
２
，０
０
０
円

三
、
令
和
７
年
事
業
計
画

・
令
和
８
年
度
慰
霊
大
祭

　

令
和
８
年
７
月
26
日
（
日
）

　

長
野
県
護
國
神
社

・
第
58
回
通
常
総
会

　

令
和
８
年
７
月
26
日

　

慰
霊
大
祭
に
続
い
て
開
催

・
会
報
「
椰
子
の
樹
」
発
行

　
（
年
２
回
）

・�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト・ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
管
理
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

小
池
前
会
長
が
体
調
不
良
の
た

め
辞
任
さ
れ
、
令
和
７
年
度
「
安

川
新
会
長
」
に
引
き
継
が
れ
ま
し

た
。
新
た
な
役
員
体
制
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

�

（
敬
称
略
）

顧　

問　
　

横
田　
　

久

　

〃　
　
　

本
田　

昌
彦

　

〃　
　
　

大
久
保
典
昭

　

〃　
　
　

原　
　

雅
彦

　

〃　
　
　

小
池　

博
之

　

〃　
　
　

土
屋
耕
太
郎

会　

長　
　

安
川　

叡
春

副
会
長　
　

成
澤　

勝
人

副  

〃 　
　

宮
島
い
く
子

副  

〃 　
　

川
上　

白
雪

副  

〃 　
　

長
田　

健
治

　
　
　
　
　
　
　
（
会
計
）

副  

〃 　
　

大
久
保
寛
憲

　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
）

幹
事
長　
　

安
川　

叡
春

　
　
　
　
　
　
　
（
兼
務
）

副  

〃 　
　

荒
井　
　

綏

副  

〃 　
　

宮
嶋　

叔
子

監　

事　
　

本
田　

昌
彦

地
区
幹
事　

竹
村　
　

淳

　

  

〃 　
　

滝
澤　

祐
一

　
  

〃 　
　

天
谷　

裕
道

　
  

〃 　
　

山
崎
富
士
男

　

  
〃 　
　

三
澤　

卓
夫

令
和
７
年
度

令
和
７
年
度

長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会

長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会

役
員
名
簿

役
員
名
簿

祭文奏上する安川会長祭文奏上する安川会長

第38号（4）令和8年2月11日 長野県ニューギニア会


